
１ 歯周病ってどんな病気？

歯周病は
歯を支える組織を破壊するものの

痛みや自覚症状はほとんどなく
気付かずにひどくなるケースが多いです。

（令和６年度薩摩川内市歯周病検診結果）

歯周病の罹患状況

★歯周病とは、歯ぐきと歯を支える骨 ( 歯槽骨 )
におこる病気です。初期には歯ぐきの腫れや出
血が見られますが ( 歯肉炎 )、そのまま放ってお
くとやがて歯を支えている骨が吸収されて、歯
がぐらつくようになり、抜けてしまうこともあ
ります ( 歯周炎 )。自覚症状はほとんどありませ
ん。
　歯周病は成人のおよそ８割がかかっており、
むし歯とならんで歯を失う原因になっています。

【歯周ポケットとは】
  歯と歯ぐきの間には、わずかな隙間（溝）があり
ます。この溝の深さのことを言います。４ｍｍ以
上になると、歯周病が進行しています。

プラーク（歯垢）が歯周病の原因！
  プラークとは、歯の表面についた細菌のかたまり
のことです。歯ぐきの腫れや出血はプラークによっ
てひきおこされます。プラークの中には歯周病菌
がいて、それが全身にも悪さをしていることがわ
かってきました。
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あなたは大丈夫？

●歯周病セルフチェック！！
□　歯ぐきが赤く腫れている 
□　歯みがきの時に出血する
□　むずがゆい感じがする
□　時々腫れて痛む
□　歯が長く伸びたように見える
□　歯がグラグラ動く感じがする

1 つでもチェックのあった人は
早めに歯科医院へ行きましょう。

□　歯と歯の間に食べものがはさまる
□　歯ぐきを押さえると膿がでる
□　朝、起きたときに口の中がネバついて変な味がする
□　息が臭いと言われる
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問い合わせ先：薩摩川内市保健福祉部市民健康課（川内保健センター）℡(0996)22ｰ8811

２ 歯周病の特徴

全身の病気と関係
心臓病や糖尿病、肺炎、低出生体重児
など歯周病との関係が言われていま
す。糖尿病は、互いに発症リスクを高
め、症状を悪化させてしまいます。

口臭の原因です
歯周ポケットが深いと、食べかす
や歯垢の除去が難しく、細菌が繁
殖し口臭を発生させます。

生活習慣病です
喫煙や睡眠不足、ストレスなど
生活習慣が悪くなると、発症し
やすくなります。

感染症です
原因は、プラーク（歯垢）の
細菌感染です。

４０代からは要注意！
歯周病は、４０歳頃から重症化
しやすく歯を失う方が増えてい
きます。

自分自身で行う毎日のセルフケアと歯科医
による専門的なプロフェッショナルケアは
歯とお口の健康を保つ基本です。

セルフケアとプロフェッショナルケアは車の両輪

歯ブラシだけでは、みがききれ
ない歯の隙間には、デンタルフ
ロスや歯間ブラシを使用して
隅々までみがくことも大切です。

デンタルフロス 歯間ブラシ

鶴
つる

っとした健康な歯に

● よく噛んで食べる
● ていねいに歯をみがく
● 歯間清掃用具（デンタルフロスや歯間ブラシ）を使う
● 栄養バランスのとれた食事を心がける

● 定期的な歯科健診を受ける
● 正しい歯みがきの方法を教わる
● 歯のクリーニングを受ける
● 歯石除去を受ける

セルフケア プロフェッショナルケア

３  かかりつけ歯科医で定期健診（メンテナンス）を！！

歯磨きで活
かっぱ

歯つに！

竹
ちく

っとしたら
歯医者さんへ！

20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳の節目の方は
無料で「歯周病検診」を受けることができる
またとないチャンスです。
歯周病は、重症になるまで自覚しにくい病気です。
自分の歯や歯ぐきの状態を確認するために、「歯周病検診」を受けましょう。


